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通算 829 号 2016年 6月 6日発行 

 

第56期 中央代議員会を開催しました 

第56期の中央代議員会が、5月28日 (土) に松本キャンパスで開催されました。議事は次のとお

りで、活発な討論が行われました。 

１．第55期の中央・各支部の組合活動報告 

２．「組合そくほう」の編集方針について意見交換を行い、下記の方針案をまとめることができた。 

３．第56期役員選挙の報告と新役員の紹介を行った。 

４．第56期活動方針として次の事項が挙げられ、承認された。 

 

(1) 非常勤職員の無期雇用転換制度 (6) 養育を必要とする子供のいる職員に

対する勤務制度 

 

(2) 労働条件通知書 (7) 産前休暇 

 

(3) チェックオフ導入 (8) 非常勤職員の夏季休暇の有給化への

変更 

 

(4) 松本キャンパス4支部体制の見直し   

 

(9) 労働協約の見直し 

(5) 中央執行委員の活動環境 

 

 

 

中央執行委員長就任の挨拶 

第56期信州大学教職員組合 中央執行委員長 

教育学系  西 一夫 

 智に働けば角が立つ。情に棹させば流される。意地を通せば窮屈だ。兎角に人の世は住みにくい。 

 今から１１０年前の明治３９年に夏目漱石は『草枕』の冒頭でこのように述べます。日本がアジ

アへ進出をはじめたなかで、漱石は何を思ったのか。最後の部分を｢兎角に大学は住みにくい｣と戯 

れ歌風に改作してもあながち誤りではなさそうです。 

 年々教育・研究環境は悪化の一途をたどります。それぞれの努力にも限度があります。ミッショ

ンの再定義をしたものの、｢地域貢献｣大学としての使命や有能な人材養成を遂行することは難しい

状況が現実化していると言えます。そうした環境は人件費ポイントの削減として在職教職員にのし

かかってきます。 

 本学に着任して１０年が過ぎ、はからずもこのような立場に立ちました。多くの課題を抱えての

本年度となります。キャンパスの距離を乗り越えて協働することが肝要です。そうして課題の一つ

一つを確実に前進させること、結束を固めること。これを実現するためには、組合員諸氏のご協力

が何よりも必要です。何卒ご助力賜りますよう。 

http://www.zendaikyo.or.jp/
http://www7a.biglobe.ne.jp/~akarenga/
mailto:akarenga@kbf.biglobe.ne.jp


『組合そくほう』の編集方針 

『組合そくほう』の記事に関するトラブルを防止するために、第 56 期中央代議員会で、下記の編

集方針を定めました。この方針については、さらなる検討事項や追加事項が考えられるので、今後、

中央執行委員会で議論して改良していくことも確認しました。 

 

----------------------------------------------------------------------------- 

①「信州大学教職員組合規約」の方針と何らかの関連性が認められる記事は、基本的に受け入れる。 

②人権を侵害するような内容や、誹謗中傷などの悪意が感じられる内容を含み、明らかに良識を疑

われる記事は、事務局で掲載を拒否する。事務局で判断できない記事は、中央執行委員会で掲載を

検討する。 

③中央執行委員会が関与する記事でも、個人的意見を、読者がそれとわかる形で含めてもよい。 

④中央執行委員会が関与しない投稿記事は、「投稿」であることを明記して掲載する。 

⑤文責をはっきりさせるために、原則として、執筆者名を載せる （ただし、執筆者の立場がはっ

きりしていれば、所属とイニシャル程度でもよい）。 

⑥原稿は一投稿にあたり紙面１ページ以内とし、月に２記事以内を目途とする。その際、中央執行

委員会の記事が多く投稿掲載の余地が少ない場合は、発行を遅らせることもある。さらに、限度を

はるかに超えた場合は、中央執行委員会で掲載を検討する。 

---------------------------------------------------------------------- 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


